
４ 個別事業の進捗状況について 



年度 達成度 達成度を選択した理由

①人権教育・啓発の推進

H26

H27

H28

H29

H30

H26

H27

H28

H29

H30

市民・こ
ども局人
権・男女
共同参画

室

市民・こ
ども局人
権・男女
共同参画

室

・性に基づく人権侵害に対する
周知を実施します。

【男女平等に配慮した点】

今後の
方向性

平成27年度
計画、事業の課題

所管課

Ⅰ　男女の人権尊重および男性・子どもにとっての男女共同参画の推進

1　男女の人権の尊重

事
業
番
号

計画における事業内容
平成26年度実績及び
男女平等に配慮した点

年度ごとの達成度

1

【男女平等に配慮した点】

達成度

Ａ 計画に基づいて事業を実施し、目標を大きく上回った

Ｂ 計画に基づいて事業を実施し、目標を概ね達成できた

Ｃ 計画に基づいて事業を実施したが、目標達成には課題

がある

Ｄ 計画に基づいた事業の実施ができていない・目標

達成できていない

Ｅ 事業を実施していない

数値目標がある事業の達成度

Ａ 目標値が達成された

Ｂ 前年度と比較して数値が向上し、かつ目標値達成まで

10％以内
Ｃ 前年度並みもしくは前年度と比較して数値が下降した、

かつ目標値まで10％以内
Ｄ 目標値達成まで10％以上の開きがある
Ｅ 実施していない

数値目標がある事業：事業番号33、34、35、36、38、39、59

今後の方向性

１ 充実

２ 現状維持

３ 縮小

４ 終了

５ その他（事業の見直しなど）

達成度を選択した
理由は、達成度
「Ｂ」以外の場合は
必ず記入。



年度 達成度 達成度を選択した理由

(1)人権教育・啓発の推進

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

2

高校生年齢以上の相談窓
口として、本人及び家族
等からの相談に対応した
ほか、人権研修「性の多
様性を知り、自分の受容
性を高めよう」に講師と
して参加し、性同一性障
害に関する相談の現状
等、普及・啓発活動を関
係機関とともに実施し
た。

相談窓口として市民から
の相談に応じる他、性同
一性障害等それぞれが多
様性を受容しながら、自
尊感情を育てる社会の実
現を目的とした研修・講
演等の実施を予定してい
る。

健康福祉
局精神保
健福祉セ
ンター

性同一性障害の高校生年齢以上
の相談窓口として、本人、家族
等からの相談に対応した。また
講演等普及・啓発活動を実施し
た。

【男女平等に配慮した点】
2

市民・こ
ども局人
権・男女
共同参画

室

校長研修(約180名)・教
頭研修（約180名）にお
いて子どもの権利学習を
生かした学習環境の在り
方について啓発を行うと
ともに、子どもの権利学
習派遣事業や相談窓口に
ついて周知を図った。

2

引き続き研修会等を通し
て周知を図る。

教育委員
会人権・
共生教育
担当

市民・こ
ども局人
権・男女
共同参画

室

・性に基づく人権侵害に
対する周知を実施しま
す。

NPO法人等と連携し、デートDV
予防講座を市内高校や大学で実
施した。
また、男女平等推進週間に合わ
せて、DV啓発パネル展示を実施
し、市民にDVに対しての理解の
促進を図った。

【男女平等に配慮した点】

1

川崎市人権施策推進基本
計画「人権かわさきイニ
シアチブ」に基づき、庁
内関係機関会議として新
たに人権・男女共同参画
推進連絡会議幹事会性的
マイノリティ専門部会を
設置し、人権意識の普及
や相談の充実を図る。

平成26年度実績及び
男女平等に配慮した点

年度ごとの達成度
今後の
方向性

平成27年度
計画、事業の課題

2

引き続き、講座や「女性
に対する暴力をなくす運
動」等の機会をとらえ
て、DV予防・啓発を行っ
ていく。

2

性的マイノリティをテーマに職
員向け人権研修を開催したほ
か、職員向け階層別研修で人権
啓発パンフレット「ヒューマン
ライツ」を配布し、性的マイノ
リティをはじめとする様々な人
権課題に対する正しい知識の普
及に努めた。

【男女平等に配慮した点】
性同一性障害をはじめとして、
多様な性的マイノリティを対象
とするよう努めた。

所管課

Ⅰ　男女の人権尊重および男性・子どもにとっての男女共同参画の推進

1　男女の人権の尊重

事業
番号

計画における事業内容

1

1

校長研修(約180名)・教頭研修
（約180名）において子どもの
権利学習を生かした学習環境の
在り方について啓発を行うとと
もに、子どもの権利学習派遣事
業や相談窓口について周知を
図った。

【男女平等に配慮した点】
男女共に参加しやすい時間帯に
研修を設定した。

・性的マイノリティの
人々の人権を尊重する
視点から啓発活動を実
施します。

性同一性障害への対応に係る庁
内関係機関会議を開催するな
ど、情報共有と施策の調整を
図った。また、市政だよりや地
域情報誌への記事掲載、人権尊
重パンフレットの作成・配布、
人権フェアやアゼリア広報コー
ナーでの展示など、人権意識の
普及を進めた。

【男女平等に配慮した点】
性同一性障害をはじめとして、
多様な性的マイノリティを対象
とするよう努めた。

1

川崎市人権施策推進基本
計画「人権かわさきイニ
シアチブ」に基づき、庁
内関係機関会議として新
たに人権・男女共同参画
推進連絡会議幹事会性的
マイノリティ専門部会を
設置し、人権意識の普及
や相談の充実を図る。

市民・こ
ども局人
権・男女
共同参画

室

21



年度 達成度 達成度を選択した理由

平成26年度実績及び
男女平等に配慮した点

年度ごとの達成度
今後の
方向性

平成27年度
計画、事業の課題

所管課
事業
番号

計画における事業内容

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

教育委員
会庶務課

5

関係部局等から提供された広報
物等を、来庁者の目に留まりや
すい場所に掲示・及び配布を行
い、意識啓発のための広報活動
を進めた。

【男女平等に配慮した点】

ポスターや掲示物、チラ
シ等の配布を行い、意識
啓発を図った。

・男女平等についての
理解を効果的に深める
ために、市のあらゆる
施設を積極的に活用し
た広報を実施します。

市内公共施設で、男女共同参画
センター主催講座の広報チラシ
や、「川崎市男女平等推進週
間」広報ポスターの掲示及びチ
ラシの配架を行い、男女平等施
策の周知を図った。

【男女平等に配慮した点】

2

2

引き続き、市内公共施設
に広報チラシの配架協力
を依頼し、男女平等施策
の周知に努めていく。

市HP、年度報告書、市政だより
や広報掲示板・広報コーナーで
の広報を実施し、区役所ロビー
でのパネル展示を行った。
また、医療機関へのポスター配
布のほか、男女共同参画セン
ターと連携した高校生対象の人
権学習の実施や、地域関係者や
関係機関等との会議を通じて制
度の周知に努めた。

【男女平等に配慮した点】

3

・男女平等にかかわる
人権侵害に対する人権
オンブズパーソンの相
談・救済制度等につい
て、広報を実施します。 市民オン

ブズマン
事務局人
権オンブ
ズパーソ
ン担当

市民・こ
ども局人
権・男女
共同参画

室

4

・「男女平等推進週間」
等の事業を実施しま
す。

2

市HP、年度報告書、市政
だよりや広報掲示板等で
の広報を行い、区役所で
のパネル展示や男女共同
参画センターと連携した
広報活動を実施する。
また、地域関係者や関係
機関等との会議を活用し
た制度の周知に努める。

6月23日から29日までを「川崎
市男女平等推進週間」を実施
し、多摩区役所、中原市民館、
市役所第3庁舎でパネル展示を
行った。また、男女共同参画セ
ンターでは「パパが学んで家族
が笑顔になる　～実践！掃除
編」と題して、男性向けの講座
など、さまざまな講座を開催し
た。

【男女平等に配慮した点】
男女の視点に配慮したポスター
及びチラシ作成、パネル展示で
は男性主体で活動する団体紹介
を行った。

「川崎市男女平等推進週
間」は引き続き実施し、
市内各施設でのパネル展
示、男女共同参画セン
ターでは週間に相応しい
講座の開催を行う。

市民・こ
ども局人
権・男女
共同参画

室

2

今後も引き続き、意識啓
発のための取組をすすめ
ていく。

2

5

男女平等の推進に向けた広報活
動に協力し、市民への啓発を
行った。施設で開催する関連主
催事業において、参加者への資
料配布・広報に努めた。

【男女平等に配慮した点】

ポスターや掲示物、チラ
シ等の配布を行い、意識
啓発を図った。

5

教育委員
会生涯学
習推進課

引き続き意識啓発のた
め、資料配布や広報活動
に努める。
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年度 達成度 達成度を選択した理由

平成26年度実績及び
男女平等に配慮した点

年度ごとの達成度
今後の
方向性

平成27年度
計画、事業の課題

所管課
事業
番号

計画における事業内容

H26 B
H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

6

男女平等をテーマに研修を行う
際、ＰＴＡの依頼に応じ講師を
紹介したり、教育文化会館・市
民館へ男女共同参画センターと
連携するよう働きかけた。

2

継続した取組として、市
民館等を対象とした男女
平等を主題とした出前講
座を実施していく。6

・家庭・地域教育学級
等における男女平等推
進研修に市民講師等の
紹介を行います。

2

引き続き、講座の開催を
通じて学習機会の提供に
努める。

多摩市民館、中原市民館で男女
平等推進学習の出前講座を開催
し、計25名の参加があった。

【男女平等に配慮した点】

8

・教育文化会館・市民
館において、｢男女平等
推進学習」の講座や情
報提供の実施、学習ス
ペースの確保等を通じ
て、市民の男女平等に
関する学習機会を提供
します。

7

・市民・市民グループが
男女平等推進の視点を
持つことができるような
学習機会の提供や人
材育成及び情報提供を
行います。

・協働事業：市民活動グループ
及びNPO法人の事業を計6団体採
択、計34講座開催し、計488名
の参加があった。
・すくらむ塾：男女共同参画推
進者養成事業として、女性リー
ダー養成のためのカリキュラム
作成、女性リーダー養成講座
（ワンランクアップ！私の仕事
術）を全9回開催し、計116名の
参加があった。
・インターンシップ：長期5
人、短期15人を受入れ、イベン
トの企画・運営、ワークショッ
プの開催等を通じて、学習機会
の提供を行った。

【男女平等に配慮した点】

7

・協働事業：男女共同参
画に関する地域課題解決
のため、引き続き、市民
活動グループ等と協力し
た事業を実施していく。
・すくらむ塾：平成26年
度事業をベースに、中小
企業に勤務する女性を対
象にした講座開催をす
る。
・インターンシップ：短
期インターンシップ、
ジョブシャドウイングの
受け入れを行う。

引き続き資料配布や協力
依頼に努める。

2

(2)男女共同参画に関する生涯学習の推進

担当者会議等で男女共同
参画センターの資料を配
布したり、協力を依頼し
た。

教育委員
会生涯学
習推進課

市民・こ
ども局人
権・男女
共同参画

室

市民・こ
ども局人
権・男女
共同参画

室

男女があらゆる場において個人
として自立し、協力し、責任を
分かち合えるよう、教育文化会
館、各市民館において、性によ
る差別や人権に関する課題を学
ぶ全5回～10回の講座を開催し
た。

【男女平等に配慮した点】
保育を併設し、子育て中の女性
の参加を支援した。男性女性そ
れぞれの立場から参加しやすい
プログラム作り、開催日の設定
などに配慮した。

教育委員
会生涯学
習推進課

男女があらゆる場において個人
として自立し、協力し、責任を
分かち合えるよう、教育文化会
館、各市民館において、性によ
る差別や人権に関する課題を学
ぶ全5回～10回の講座を開催し
た。

【男女平等に配慮した点】
保育を併設し、子育て中の女性
の参加を支援した。男性女性そ
れぞれの立場から参加しやすい
プログラム作り、開催日の設定
などに配慮した。

教育委員
会生涯学
習推進課

2

引き続き、講座の開催を
通じて学習機会の提供に
努める。

2
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年度 達成度 達成度を選択した理由

平成26年度実績及び
男女平等に配慮した点

年度ごとの達成度
今後の
方向性

平成27年度
計画、事業の課題

所管課
事業
番号

計画における事業内容

H26 B

H27

H28

H29

H30

(5)メディアにおける男女の人権尊重の促進

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

市民・こ
ども局庶

務課

財政局庶
務課

11

局内に手引きを配布し、広報資
料の作成の際にそれを活用する
よう周知を図った。
男女平等の視点を取り入れた内
容表現に配慮するよう周知啓発
に努めた。

【男女平等に配慮した点】

2

男女平等の視点を考慮し
た広報資料の作成につい
ては、各所属が常に意識
して取り組むよう、庶務
課から継続して働きかけ
ていく。

総合企画
局広域企
画課

11

局内での手引きの周知を図り、
引き続き男女平等の視点に配慮
した刊行物の作成・発行にあ
たった。

【男女平等に配慮した点】 2

引き続き｢表現の手引｣を
活用し、男女平等の視点
に配慮しながら刊行物の
作成・発行にあたる。

10

・広報資料の作成に関
する手引きの周知及び
活用の徹底を図りま
す。

2

引き続き、局内に手引き
を配布し、男女平等の視
点に配慮した資料作成を
行うよう周知する。

11

局内に手引きを配布し、広報資
料の作成の際に活用するよう周
知した。

【男女平等に配慮した点】
刊行物作成にあたり、男女平等
の視点に立った表現を行うよう
配慮を依頼した。

9

・情報を読み解き発信
する力の向上のための
講座や講師紹介及び情
報提供、学習スペース
の確保等を通じた市民
及び事業者の活動を支
援します。

男女共同参画センターの情報提
供室を男女共同参画に関する書
籍の閲覧、パソコン・インター
ネットも利用できる環境として
無料で解放した。
すくらむ21インフォメーショ
ン、メールマガジン、すくらむ
通信などを発行し、男女共同参
画に関する情報提供を行った。

【男女平等に配慮した点】

2

無料の学習スペースを提
供するとともに、情報誌
や男女共同参画に関する
書籍を紹介する「ＢＯＯ
Ｋインフォメーション」
等を発行し、情報提供に
努め、市民及び事業者の
活動を支援する。

市民・こ
ども局人
権・男女
共同参画

室

5月23日に開催した「川崎市男
女共同参画推進員連絡調整会
議」で、手引きを配布し、男女
共同参画推進員を通じて、庁内
各課において手引きを活用した
男女平等の視点に考慮した資料
等作成が行えるようにした。

【男女平等に配慮した点】

2

市民・こ
ども局人
権・男女
共同参画

室

11

・広報資料の作成にあ
たっては、手引き（※）
を活用し、男女平等推
進の視点に配慮しま
す。
※人権・男女共同参画室
作成『男女平等の視点か
らの公的広報の作成に関
する表現の手引』を指
す。

局内事業に男女平等の視点が考
慮されているか確認し、不適切
な項目があれば見直しを要請し
た。

【男女平等に配慮した点】 2

引き続き局内事業に男女
平等の視点が考慮されて
いるか確認し、不適切な
項目があれば見直しを要
請していく。

総務局庶
務課

手引きの内容を適宜見直
し、より確実に男女平等
の視点に考慮した資料等
作成が行えるようにす
る。

(4)情報を読み解き発信する力（メディア・リテラシー）の向上のための支援

(3)男女共同参画の視点に立った広報・啓発活動の推進（再掲）
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年度 達成度 達成度を選択した理由

平成26年度実績及び
男女平等に配慮した点

年度ごとの達成度
今後の
方向性

平成27年度
計画、事業の課題

所管課
事業
番号

計画における事業内容

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

まちづく
り局庶務

課

健康福祉
局企画課

11

局部所長会議等で男女平等参画
に係る資料を配布するなど、局
内への浸透を図った。

【男女平等に配慮した点】
2

引き続き、手引きを参考
に継続して配慮し、局内
への浸透を図る。

環境局庶
務課

11

局内の広報作成にあたり、各課
に対し男女平等施策に関する情
報共有を行い、意識啓発に努め
た。

【男女平等に配慮した点】 2

引き続き、男女平等施策
に関する情報について共
有をしながら、意識啓発
を行っていく。

こども本
部こども
企画課

11

引き続き局内で「ガイドライ
ン」の周知徹底を図るととも
に、男女平等の視点について職
員への意識啓発を行った。

2

今年度も引き続き、男女
平等の視点に配慮するた
め、手引きの周知を図
り、職員への意識啓発を
行っていく。

市民・こ
ども局広
報課

総務局ブ
ランド戦
略担当

11

男女共同に関する情報提供や啓
発を行うとともに男女平等の視
点の共有化を図った。子育て世
帯向けに必要な情報を提供する
「かわさきし子育てガイドブッ
ク」を作成・配布するなど男女
平等の視点に配慮した。

【男女平等に配慮した点】
保育園や手当て、育児サポート
に関する情報を提供すること
で、子育て世帯が子育てしなが
ら安心して暮らせるように配慮
を行った。

2

今後も引き続き、男女平
等の視点に配慮した刊行
物の作成に勤める。

11

「かわさき市政だより」：引き
続き市の広報について男女平等
推進の視点に配慮し事業を執行
した。
「広報テレビ番組・広報ラジオ
番組の製作」：引き続き、広報
事業において、男女平等推進や
人権尊重の観点から不適切な表
現等がないように事業実施を
行った。
あわせて、所管課と協力して、
男女平等推進に関する広報を
行った。

【男女平等に配慮した点】
「かわさき市政だより」：記事
作成の際には手引きを活用する
など、男女平等に配慮して事業
を執行した。
「広報テレビ番組・広報ラジオ
番組の製作」：台本作成及び番
組放送等の際には、手引きを活
用するなど、男女平等に配慮し
て事業を執行した。

多くの市民へ発信する情
報に男女平等推進の視点
や、その他人権配慮の観
点から不適切な表現のな
いような広報を行った。
また、紙面や広報番組の
中で、男女平等推進週間
や関連イベントについて
扱うなど、男女平等推進
に関する広報を所管課と
協力して行った。

2

「かわさき市政だよ
り」：引き続き市の広報
について男女平等推進の
視点に配慮し事業を執行
していく。
「広報テレビ番組・広報
ラジオ番組の製作」：男
女平等や人権の尊重に充
分配慮し、テレビ・ラジ
オにおいて、効果的な情
報発信を行う。併せて、
所管課と協力して、男女
平等推進に関する広報を
行う。
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年度 達成度 達成度を選択した理由

平成26年度実績及び
男女平等に配慮した点

年度ごとの達成度
今後の
方向性

平成27年度
計画、事業の課題

所管課
事業
番号

計画における事業内容

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 C

H27

H28

H29

H30

中原区役
所総務課

幸区役所
企画課

11

局内事業において、手引きを周
知し、男女平等推進の視点に配
慮した。

【男女平等に配慮した点】

前年度とほぼ同程度で
あったので、更なる資料
作成にあたっての周知等
が必要であるため。

1

引き続き｢表現の手引｣を
活用し、男女平等の視点
に配慮しながら刊行物の
作成・発行にあたる。

川崎区役
所企画課

11

・「ゆめみ（夢見ヶ崎公園）に
行こう」11月発行（48,000部）
・「新庁舎が完成しました」3
月発行（50,000部）

【男女平等に配慮した点】
写真やイラストに男女の偏りが
ないようにするとともに、校正
時は多くの職員によって確認作
業を行い、表現等男女平等の視
点に配慮した。

2

今後も、広報資料の作成
にあたっては、男女平等
推進の視点に配慮してい
く。

会計室審
査課

11

引き続き、市政だよりや各種広
報資料の作成にあたっては、手
引きを活用し、男女平等の視点
に配慮した。

【男女平等に配慮した点】

市政だよりや各種広報資
料の作成にあたっては、
手引きを活用し、男女平
等の視点に配慮した。

2

引き続き、市政だよりや
各種広報資料の作成にあ
たっては、手引きを活用
し、男女平等の視点に配
慮する。

港湾局庶
務課

11

「会計事務ニュースレター」は
会計事務についての広報であ
り、男女平等の視点に配慮する
内容ではないが、掲載するイラ
ストについて手引きに沿うよう
配慮し、6月、9月、12月及び3
月の年4回発行した。

【男女平等に配慮した点】
掲載するイラストが、男女どち
らかに偏らないように配慮し
た。

2

引き続き、「会計事務
ニュースレター」の発行
にあたっては、手引きを
活用し、掲載するイラス
トについて男女平等の視
点に配慮していく。

建設緑政
局企画課

11

局内に表現の手引きの周知を行
い、広報資料等の作成を行っ
た。

【男女平等に配慮した点】
・男女平等の視点に立った表現
への配慮を行った。

広報資料作成時には、男
女平等の視点に立ち、表
現について十分な配慮が
できた。

2

今後も引き続き、手引き
等を用いた周知を行い、
男女平等に配慮した広報
資料等の作成を行ってい
く。

11

局内での広報資料の作成にあた
り、男女平等推進の視点に立っ
た表現に配慮を行った。

【男女平等に配慮した点】
広報資料について、男女平等推
進の視点に立った作成にあたる
よう促した。

2

今後も引き続き、男女平
等推進の視点への配慮を
行っていく。
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年度 達成度 達成度を選択した理由

平成26年度実績及び
男女平等に配慮した点

年度ごとの達成度
今後の
方向性

平成27年度
計画、事業の課題

所管課
事業
番号

計画における事業内容

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

11

各種広報資料の作成にあたって
は、手引きを活用し、男女平等
の視点に配慮した。
初の試みとして、年4回の発行
のうち1回について、ポスティ
ングによる全戸配布を実施し
た。

【男女平等に配慮した点】
男女共同参画を意識し紙面を制
作することが出来た。

市民からの問い合わせな
ど、反響があり、男女の
人権尊重に向けた啓発の
推進が図れた。

上下水道
局サービ
ス推進課
広報担当

2

昨年度に引き続き各種広
報にあたっては男女平等
の視点に配慮し、広報物
や各種イベント等を実施
する。

麻生区役
所総務課

11

多摩区役
所総務課

11

各課に対し手引きを配布すると
ともに、実際の刊行物作成にあ
たり手引きの趣旨を遵守するよ
う周知した。

【男女平等に配慮した点】
「男女平等の視点からの公的広
報の作成に関する表現の手引」
の活用

各課に手引きを配布し
て、その趣旨を遵守する
よう周知し、偏った視点
のない刊行物の作成や広
報につとめた。

2

引き続き活動を行ってい
く。

宮前区役
所総務課

11

各所属へ周知を行い、ガイドラ
インの順守を促した。

【男女平等に配慮した点】
各種広報資料作成時に相談を受
け、ガイドラインについて周知
した。

各種広報資料作成時に相
談を受け、ガイドライン
について周知した。

2

引き続き各所属へ周知を
行い、ガイドラインの順
守を促す。

高津区役
所総務課

11

引き続き所管課へ手引きの周知
を行い、男女平等の視点に配慮
した。

【男女平等に配慮した点】
上記と同じ。

機会を捉え、所管課へ手
引きの周知を行い、男女
平等の視点に配慮した。

2

引き続き所管課へ手引き
の周知を行い、男女平等
の視点に配慮していく。

11

局内事業に男女平等の視点が考
慮されているか随時確認した。

【男女平等に配慮した点】

2

引き続き局内事業に男女
平等等の視点が考慮され
ているか確認し、不適切
な項目があれば見直しを
要請していく。

2

手引きの内容を再度周知し、交
通局ニュース等の広報資料にお
いて、男女平等の視点に立った
資料の作成を行った。

【男女平等に配慮した点】

昨年度に引き続き、資料
作成の周知及び広報資料
の点検を行い、概ね達成
できている。

交通局庶
務課

昨年度に引き続き、手引
きの内容及び男女平等推
進の視点に配慮した資料
作成を周知したうえで、
広報資料の点検を行う。
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年度 達成度 達成度を選択した理由

平成26年度実績及び
男女平等に配慮した点

年度ごとの達成度
今後の
方向性

平成27年度
計画、事業の課題

所管課
事業
番号

計画における事業内容

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

議会局広
報・報道

担当
2

今後も、刊行物の作成に
あたっては、手引きを活
用し、男女平等推進の視
点に配慮していく。

人事委員
会調査課

11

市議会広報紙「議会かわさき」
の作成にあたっては、偏りや固
定的なイメージにとらわれず文
章表現、写真、挿絵等に格差や
差別的な表現などがないよう
ジェンダーフリーの視点で配慮
し、「男女平等推進」への理解
と意識の浸透を図った。

【男女平等に配慮した点】
格差や差別的な表現の記載のな
いよう注意した。

今年度も引き続き、偏り
や固定的なイメージにと
らわれず文章表現、写
真、挿絵等に格差や差別
的な表現などがないよう
ジェンダーフリーの視点
で配慮するとともに、
「男女平等推進」への理
解と意識の浸透を図る。

引き続き、男女平等の視
点に考慮しながら、差別
的表現の見直しを図り、
ガイドラインを周知す
る。

教育委員
会庶務課

11

刊行物の作成にあたって、差別
的表現がないよう配慮を行っ
た。

【男女平等に配慮した点】
手引きを活用し、差別的表現が
ないよう点検を行った。

刊行物の作成にあたっ
て、前年度と同様に、差
別的表現がないよう配慮
を行った。

2

男女平等推進の視点に
立った広報を実施する。

市民オン
ブズマン
事務局人
権オンブ
ズパーソ
ン担当

11

男女平等の視点を考慮し、差別
的表現の見直しを徹底させ、男
女平等の視点を考慮しながら、
ガイドラインの周知を図るとと
もに、刊行物等の作成を行っ
た。

【男女平等に配慮した点】

男女平等の視点を考慮し
ながら、差別的表現の見
直しを徹底し、刊行物等
の作成を行った。

2

11

中学生向けPR動画の作成に当た
り、男女平等推進の視点に配慮
した。

【男女平等に配慮した点】
性別に基づく画一的な表現がな
いか点検を行い、配慮した。

11

昭和44年に日本で初めて女性消
防士を採用した消防局として、
常に男女平等の観点から差別的
表現の点検を実施しているとこ
ろであり、引き続きガイドライ
ンの遵守徹底を図った。

【男女平等に配慮した点】

男女平等の観点から差別
的表現の点検を行った。

11

手引きの内容を関係各課へ周知
するとともに、病院等で作成す
る来院者向けの広報資料等につ
いて、手引きを活用し、男女平
等の視点に配慮しながら資料作
成にあたった。また、市政だよ
りをはじめとした広報資料の取
りまとめにあたっても、手引き
を活用し男女平等の視点に配慮
しながら内容を審査した。

【男女平等に配慮した点】

2

引き続き、手引きの内容
を関係各課へ周知すると
ともに、病院等で作成す
る来院者向けの広報資料
等について、手引きを活
用し、男女平等の視点に
配慮しながら資料作成に
あたる。また、市政だよ
りをはじめとした広報資
料の取りまとめにあたっ
ても、手引きを活用し男
女平等の視点に配慮しな
がら内容を審査する。

病院局総
務部庶務

課
経営企画
室、

病院事務
局(川崎,
井田)庶
務課、医
事課

2

各機関に発信する情報及
び刊行物等は、常に男女
平等推進の視点に配慮し
ているかを検証し、さら
に継続して事業を実施す
る。

消防局庶
務課（広
報担当）

2

28



年度 達成度 達成度を選択した理由

平成26年度実績及び
男女平等に配慮した点

年度ごとの達成度
今後の
方向性

平成27年度
計画、事業の課題

所管課
事業
番号

計画における事業内容

H26 B

H27

H28

H29

H30

(1)ドメスティック・バイオレンスの防止と被害者支援の推進

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

①「川崎市DV被害者支援基本計
画」に基づきDV対策庁内部会を
開催し、庁内各部署に対しDV被
害者支援の理解を深めてもらう
よう働きかけに努めた。
②相談員等を対象に研修等を実
施し、相談支援の専門性を高め
る取組を実施した。

【男女平等に配慮した点】

こども本
部児童家
庭支援・
虐待対策

室

2

引き続き、庁内外問わず
DV防止に向けた講座を実
施していく。

・ドメスティック・バイオ
レンスに関する講座や
研修を実施します。

かながわ女性センターと共催
で、「DV気づき講座」を10月30
日に開催し、定員30人対し、18
名の参加があった。また、アン
ケートでは参加者中15人が「役
に立った」と回答した。

【男女平等に配慮した点】

市民・こ
ども局人
権・男女
共同参画

室

15

2

DV予防・啓発を目的とし
た啓発品を作成する。ま
た、それをイベント等で
配布し、DV予防・啓発を
図る。

新たな「川崎市DV防止・
被害者支援基本計画」に
基づき、相談員の専門性
向上等、施策推進を図る
必要がある。

1

15

こども本
部児童家
庭支援・
虐待対策

室

14

イベント開催等に合わせ、パー
プルリボンを用いた啓発品等を
配布し、啓発活動を行うこと
で、DV予防につながる情報提供
に取り組んだ。

【男女平等に配慮した点】

・ドメスティック・バイオ
レンスをなくすための啓
発パンフレット等の作
成、配布や情報提供を
行います。

市民・こ
ども局人
権・男女
共同参画

室

113

①相談員を9管区の保健福祉セ
ンター及び地区健康福祉ステー
ションに配置し、要保護女性の
相談・保護等を行い、女性の人
権擁護及び自立支援を図った。
②女性への人権侵害救済のた
め、民間シェルターへの支援及
び、民間団体が支援する緊急一
時保護施設への支援を実施し
た。
③「川崎市DV被害者支援基本計
画」に基づき施策を推進した。
また、平成27年度の計画改定に
ついて、人権・男女共同参画室
と連携した。

【男女平等に配慮した点】

13

・DV被害者支援基本計
画を推進し、配偶者等
からの暴力による被害
者の救済支援を実施し
ます。

庁内関係部署等と調整・連携
し、計画名称を「川崎市DV防
止・被害者支援基本計画」に改
め、平成27年3月に策定した。

【男女平等に配慮した点】

2　女性に対するあらゆる暴力の防止と被害者への支援

市民・こ
ども局人
権・男女
共同参画

室

12

・広報資料に関する、男
女平等推進の視点に
立った市民からの意見
聴取を行います。

広報モニター委員に男女平等関
連のパンフレットを配布し、引
き続き市の広報について男女平
等推進の視点を踏まえた意見を
聴取した。

【男女平等に配慮した点】
委員の約半数を女性とするな
ど、男女平等推進の視点を踏ま
えた委員構成とした。

広報モニター委員に市の
広報について、さまざま
な観点から意見を聴取し
た。その際、男女平等推
進の視点で特に不適切と
の意見はなかった。

5

全庁的な附属機関等の見
直しに伴い、H26年度で
事業廃止した。

市民・こ
ども局広
報課

1

策定した「川崎市DV防
止・被害者支援基本計
画」に基づき、庁内各部
署等と連携し、計画の推
進に努める。

新たな「川崎市DV防止・
被害者支援基本計画」に
基づき、DV相談支援セン
ター機能の早期整備等、
施策推進を図る必要があ
る。
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年度 達成度 達成度を選択した理由

平成26年度実績及び
男女平等に配慮した点

年度ごとの達成度
今後の
方向性

平成27年度
計画、事業の課題

所管課
事業
番号

計画における事業内容

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

18

男女共同参画センターのホーム
ページ上にセクシュアル・ハラ
スメントやパワー・ハラスメン
トへの対応に関する専門的なＷ
ｅｂサイトのリンクを貼ること
で、情報発信を行った。また、
事業所へハラスメント予防の出
前研修を行った。

【男女平等に配慮した点】

引き続き、研修や講座を
開催していくとともに、
男女共同参画センター出
前講座の周知を図ってい
く。 市民・こ

ども局人
権・男女
共同参画

室

18

・セクシュアル・ハラスメ
ント、パワー・ハラスメン
トへの対応マニュアル
を整備し、周知します。

川崎市職員のセクシュアル・ハ
ラスメント及びパワー・ハラス
メントの防止に関する要綱の周
知を行った。

【男女平等に配慮した点】

総務局人
事課

階層別研修でセクシュア
ル・ハラスメント、パ
ワー・ハラスメント等意
識啓発に関する研修を行
う。

総務局人
材育成課

17

男女共同参画センター
・事業者を対象に「ハラスメン
ト予防・女性に関する制度への
風土改革」の出前講座を1回開
催、35名の参加（うち男性33
名）があった。
・市民向け講座として「『モラ
ハラ』って、何？」を開催し、
定員30名のうち17名の参加が
あった。

【男女平等に配慮した点】

2

・引き続き、｢かわさき
労働情報｣において、男
女雇用機会均等月間に、
企業のセクハラ・パワハ
ラ防止義務についてや
「女性のための総合相談
窓口」の案内記事を掲載
する。
・「働くためのガイド
ブック」の紙面の充実及
び配布先の拡大に努め、
より効果的な広報の展開
について検討する。

経済労働
局労働雇
用部

17

・セクシュアル・ハラスメ
ント、パワー・ハラスメン
トに関する講座や研修
を実施します。

階層別研修でセクシュアル・ハ
ラスメント、パワー・ハラスメ
ント等意識啓発に関する研修を
行った。

【男女平等に配慮した点】
2

16

情報収集を行い、常に最
新の情報が掲載できるよ
うメンテナンスを行う。

市民・こ
ども局人
権・男女
共同参画

室

16

・「かわさき労働情報」におい
て、マタハラ防止等の記事を掲
載した。

・「働くためのガイドブック」
の紙面の充実及び配布先の拡大
に努め、より効果的な広報の展
開について検討した。

【男女平等に配慮した点】

16

男女共同参画センターのホーム
ページ上にセクシュアル・ハラ
スメントやパワー・ハラスメン
ト防止に関するＷｅｂサイトの
リンクを貼り、情報発信を行っ
た。

【男女平等に配慮した点】

(2)セクシュアル・ハラスメントなどの防止と被害者支援の推進
市職員向けの啓発パンフレット
「セクハラ・パワハラのない職
場を目指して」の配布・周知を
行った。
また、川崎市職員ハンドブック
を改訂し、パワハラに係る記載
を追加した。

【男女平等に配慮した点】

2

2

引き続き市職員向けの啓
発パンフレット「セクハ
ラ・パワハラのない職場
を目指して」の配布・周
知を行う。 総務局人

事課

2

2

セクシュアル・ハラスメ
ント、パワー・ハラスメ
ント防止に向けた情報を
提供し、周知を図る。 市民・こ

ども局人
権・男女
共同参画

室

・セクシュアル・ハラスメ
ント、パワー・ハラスメン
トをなくすための啓発パ
ンフレット等の作成、配
布や情報提供を行いま
す。

2

引き続き川崎市職員のセ
クシュアル・ハラスメン
ト及びパワー・ハラスメ
ントの防止に関する要綱
の周知を行う。
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年度 達成度 達成度を選択した理由

平成26年度実績及び
男女平等に配慮した点

年度ごとの達成度
今後の
方向性

平成27年度
計画、事業の課題

所管課
事業
番号

計画における事業内容

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

19

・人身取引（トラフィッキ
ング）及び性犯罪等の
防止に関する啓発及び
被害者への支援を行い
ます。

引き続き、各区・教育担
当を中心に、関係機関と
連携しながら、性暴力被
害を含めた様々な問題に
対して、速やかな情報共
有に努め、適切な支援を
行う。

教育委員
会指導課

早期発見・早期対応

市民オン
ブズマン
事務局人
権オンブ
ズパーソ
ン担当

21

各区に配置した区・教育担当を
中心に、関係機関と連携しなが
ら、性暴力被害を含めた様々な
問題に対して、速やかな情報共
有に努め、必要に応じて適切な
支援を行った。

【男女平等に配慮した点】

2

複雑多様化する児童相談
への適切な対応及び児童
虐待の早期発見・早期対
応のため、職員の専門性
向上、関係機関連携の強
化を継続する必要があ
る。

こども本
部児童家
庭支援・
虐待対策

室

21

子どもからの相談等に対し、迅
速・適切な対応に努めた。

【男女平等に配慮した点】

2

引き続き事業を実施して
いく。

教育委員
会人権・
共生教育
担当

21

・子どもに対する性暴
力・性犯罪の早期発
見・早期対応に努めま
す。

11月の児童虐待防止推進月間を
中心に関係機関と連携しつつ啓
発活動を実施した。
また、要保護児童対策地域協議
会等を活用し、児童相談所と区
役所保健福祉センター等が役割
分担・連携し、適切な相談・支
援に努めた。

2

より効果的な広報啓発を
実施していくため、事業
内容等について、検討を
継続する。

こども本
部児童家
庭支援・
虐待対策

室

20

説明会を実施し、担当者に事業
の趣旨の説明を行った。また、
小学校の2年生～4年生約3660名
の児童に対して、権利の大切さ
を教え、安全・安心について理
解を深めるようワークショップ
を実施した。

【男女平等に配慮した点】
一人ひとりを大切にし、児童生
徒の可能性を狭めることのない
教育を推進するよう配慮した。

説明会を実施し、担当者
に事業の趣旨の説明を
行った。また、小学校の
2年生～4年生約3660名の
児童に対して、権利の大
切さを教え、安全・安心
について理解を深めるよ
うワークショップを実施
した。

2

2

引き続き、内閣府が作成
する人身取引対策ポス
ター及びリーフレットを
市内各施設で配架し、人
身売買防止に関する啓発
を行っていく。

市民・こ
ども局人
権・男女
共同参画

室

20

・子どもに対する性暴
力・性犯罪被害の防止
に努めます。

11月の児童虐待防止推進月間を
中心に、民生委員児童委員等関
係団体と連携し市内主要駅にて
啓発活動を実施した。また、一
般財団法人チャイルドワンと連
携し中学3年生を対象とした標
語募集やフォーラムを開催し
た。

内閣府が作成した人身取引対策
ポスター及びリーフレットを市
内各施設で配架し、人身売買防
止に関する啓発を行った。

【男女平等に配慮した点】

(4)子どもに対する性暴力の根絶に向けた施策の推進

2

(3)女性に対する性暴力や売買春などの根絶に向けた施策の推進
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年度 達成度 達成度を選択した理由

平成26年度実績及び
男女平等に配慮した点

年度ごとの達成度
今後の
方向性

平成27年度
計画、事業の課題

所管課
事業
番号

計画における事業内容

H26 A

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

2

2

今後も引き続き、子育て
世帯の父母を対象とした
ワーク・ライフ・バラン
スの普及啓発セミナーを
開催し、仕事と家庭生活
の両立の重要性について
意識啓発を図る。

23

・｢かわさき労働情報｣におい
て、男女雇用機会均等月間に、
ワーク・ライフ・バランス推進
に関する記事を掲載した。

・「働くためのガイドブック」
において、労働時間に関する記
事を掲載した。

【男女平等に配慮した点】

こども本
部こども
企画課

引き続き、｢かわさき労
働情報｣において、ゆと
り創造月間、男女雇用機
会均等月間、ワーク・ラ
イフ・バランス推進に関
する記事を掲載する。

経済労働
局労働雇
用部

引き続き、ワーク・ライ
フ・バランスの推進に向
け情報発信やイベントの
開催を行う。

市民・こ
ども局人
権・男女
共同参画

室

23

仕事と家庭の両立支援に向けた
取組として、子育て世帯の父母
を対象としたワーク・ライフ・
バランスの普及啓発セミナーを
開催し、仕事と家庭生活の両立
の重要性について意識啓発を
図った。

【男女平等に配慮した点】
父母の両方を対象としたセミ
ナーを開催し、子育て世帯にお
いて仕事と家庭生活の両立の重
要性について意識啓発を図れる
よう配慮した。

・引き続き、男女平等推
進のための企業研修等の
講座の開催等の情報が
あった際には、適宜掲載
し情報提供を行う。

・「川崎労働学校」にお
いて、男女雇用機会均等
法などをテーマとして取
り上げる。

経済労働
局労働雇
用部

23

・仕事と暮らしの両立を
図るため、ワーク・ライ
フ・バランスの推進に向
けた講座・イベントの開
催及び情報提供を行い
ます。

県等と連携し、ワーク・ライ
フ・バランスに関する事業者を
対象とした講演会を実施した。
また、男女共同参画センターで
は、ワーク・ライフ・バランス
を考えるきっかけづくりとし
て、「音楽×ワーク・ライフ・
バランス」をテーマに「たかつ
サマーコンサート」を実施し
た。

【男女平等に配慮した点】

2

引き続き、男女平等推進
に関する情報提供や、市
内事業者に対して出前講
座を実施していく。

市民・こ
ども局人
権・男女
共同参画

室

22

・男女平等推進のための企業研
修等の講座の開催等の情報が
あった際、適宜掲載し情報提供
を行った。

・「川崎労働学校」において、
男女雇用機会均等法などをテー
マとして取り上げた。

【男女平等に配慮した点】

2

22

・働く場における男女平
等推進のための講座の
開催や講師紹介及び情
報提供を実施します。

男女共同参画センター
・3月6日に、市内7工業団体女
性活躍推進委員会事務局長会議
を開催し、女性活躍推進に係る
情報提供等を行った。
・内閣府「地域女性活躍推進加
速化交付金」を受託した一般社
団法人中原工場協会と連携し、
講座「ワンランクアップ！私の
仕事術」（計8回、99名参加）
の開催、「地域女性活躍推進大
会」の開催に協力した。

【男女平等に配慮した点】

一般社団法人中原工場協
会と連携した取組を行う
ことで、市内事業所で働
く女性の活躍を推進する
ことができた。

2

3　男性・子どもにとっての男女共同参画の推進

(1)男性にとっての男女共同参画の意義についての理解の促進

(2)男性が家庭生活に参画できる環境づくり
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年度 達成度 達成度を選択した理由

平成26年度実績及び
男女平等に配慮した点

年度ごとの達成度
今後の
方向性

平成27年度
計画、事業の課題

所管課
事業
番号

計画における事業内容

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

引き続きワーク・ライ
フ・バランスデーを実施
し、定時退庁を促進して
いく。

2

2

引き続き、情報提供に努
めるとともに、本市にお
けるワーク・ライフ・バ
ランスの取組の紹介等も
行っていく。

2

引き続き、講座の開催を
通じてワーク・ライフ・
バランスの推進に努め
る。

・引き続き、｢かわさき
労働情報｣において、ゆ
とり創造月間、男女雇用
機会均等月間に、ワー
ク・ライフ・バランス推
進に関する記事を掲載す
る。

・「働くためのガイド
ブック」において、労働
時間に関する記事を掲載
する。

総務局人
事課

経済労働
局労働雇

用部

25

・市役所におけるノー残
業デーやワーク・ライ
フ・バランスデーを通じ
て、時間外勤務を少なく
する取組を推進します。

例年実施している8月と11月に
加えて新たに7月にもワーク・
ライフ・バランスデーを設定
し、定時退庁を促進した。

【男女平等に配慮した点】

上下水道
局庶務課
人事担当

23

市民・こ
ども局人
権・男女
共同参画

室

24

・｢かわさき労働情報｣におい
て、男女雇用機会均等月間に、
ワーク・ライフ・バランス推進
に関する記事を掲載した。

・「働くためのガイドブック」
において、労働時間に関する記
事を掲載した。

【男女平等に配慮した点】

24

・市民・事業者向け広報
資料の配布等により、
事業所等における長時
間労働抑制への周知・
啓発を実施します。

神奈川県等から提供されるワー
ク・ライフ・バランスに関する
情報を、ネットワーク参加団体
宛て随時提供をした。

【男女平等に配慮した点】

男女があらゆる場において個人
として自立し、協力し、責任を
分かち合えるよう、教育文化会
館、各市民館において、性によ
る差別や人権に関する課題を学
ぶ全5回～10回の講座を開催し
た。

【男女平等に配慮した点】
保育を併設し、子育て中の女性
の参加を支援した。男性女性そ
れぞれの立場から参加しやすい
プログラム作り、開催日の設定
などに配慮した。

2
教育委員
会生涯学
習推進課

25

ノー残業デーやワーク・ライ
フ・バランスデーの周知及び各
取組を推進をした。

【男女平等に配慮した点】
性別を問わず、職員の意識改革
が図れるよう、全職員へ情報が
行き渡るよう配慮を行った。

7月、8月、11月にワー
ク・ライフ・バランス
デーを設定し、ワーク・
ライフ・バランスデーの
取組を各所属に周知し、
定時退庁を促進した。
また、実施結果を庶務課
ホームページに掲載する
ことにより、ワーク・ラ
イフ・バランスの実現に
向けた取組を推進した。
実施日：7月2日（水）
定時退庁者：1,026人
残業者：58人
実施日：8月6日（水）
定時退庁者：1,066人
残業者：18人
実施日：11月12日（水）
定時退庁者：1,071人
残業者：13人

2

引き続き、ワーク・ライ
フ・バランスデーやノー
残業デーの取組を実施
し、時間外勤務の縮減に
向けた取組を推進する。

33



年度 達成度 達成度を選択した理由

平成26年度実績及び
男女平等に配慮した点

年度ごとの達成度
今後の
方向性

平成27年度
計画、事業の課題

所管課
事業
番号

計画における事業内容

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

男性が主体となって企画運営を
行うイキメン研究所において、
「パパのための子育てサロン」
を全7回開催し、計66名の参加
があった。また、イキメン研究
所で父子手帳を作成・印刷し、
市内両親学級を中心に配布をし
た。

【男女平等に配慮した点】

教育委員
会生涯学
習推進課

25

引き続き、講座の開催を
通じて男性の地域活動へ
の参画を促進するよう努
める。

引き続き、イキメン研究
所が企画する男性向け講
座を開催し、また、メン
バーの増員に向けた広報
活動を行う。 市民・こ

ども局人
権・男女
共同参画

室

26

・男性の地域活動への
参画を促進するための
講座を実施します。

25

毎月17日を交通局独自のノー残
業デー及びワーク・ライフ・バ
ランスデーとし、時間外勤務の
縮減を行った。

【男女平等に配慮した点】

2

226

主に50歳以上のシニア世代を対
象に、地域デビューに向けた仲
間づくりや学びを支援するた
め、講座等を開催した。

【男女平等に配慮した点】
男性が参加しやすいプログラム
作り、開催日の設定などに配慮
した。

2

職員の心身の健康、家族
との団らん、勤務外の生
活の充実を目的とした交
通局独自のノー残業デー
として、毎月17日を「ｋ
ａｅｒａ-Ｎｉｇｈｔ」
と定め、当日には庁内全
フロアに呼びかけ、時間
外勤務を縮減した。

1

25

管理職会議等を有効に活用し、
「ワーク・ライフ・バランス
デー」について周知し、定時退
庁の徹底を促した。

【男女平等に配慮した点】

25

2

引き続き、局内各課へ
「ノー残業デー」、
「ワーク・ライフ・バラ
ンスデー」の取組を周知
し、定時退庁を呼びかけ
る。

ノー残業デー及びワーク・ライ
フ・バランスデーに庁舎内放送
を活用して周知した。

【男女平等に配慮した点】

ノー残業デー及びワー
ク・ライフ・バランス
デーに庁内放送を活用し
て周知を行っている。

局内各課へ「ノー残業デー」、
「ワーク・ライフ・バランス
デー」の取組を周知し、定時退
庁を呼びかけた。

【男女平等に配慮した点】

管理職会議等の機会をと
らえて「ワーク・ライ
フ・バランスデー」につ
いて周知し、定時退庁の
徹底を図った。

ノー残業デー及びワー
ク・ライフ・バランス
デーに庁内放送を活用し
て周知を行い、時間外勤
務の縮小を促進する。

教育委員
会庶務課

消防局人
事課

交通局労
務担当

病院局総
務部庶務

課

ノー残業デーワーク・ラ
イフ・バランスデー及び
「ｋａｅｒａ-Ｎｉｇｈ
ｔ」について、本庁内で
は取組が推進されてきて
いるが、各営業所等での
取組が十分ではないの
で、積極的な周知を進め
ていく。

引き続き、管理職会議等
を有効に活用し、「ワー
ク・ライフ・バランス
デー」について周知し、
定時退庁の徹底を促して
いく。

(3)男性が地域活動に参画できる環境づくり

2
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年度 達成度 達成度を選択した理由

平成26年度実績及び
男女平等に配慮した点

年度ごとの達成度
今後の
方向性

平成27年度
計画、事業の課題

所管課
事業
番号

計画における事業内容

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

(5)若者の将来を見通した自己形成や社会参画の促進

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

教育委員
会人権・
共生教育

担当

2

引き続き、男女平等教育
参考資料「自分らしくか
がやく」を作成し、男女
平等に対する意識啓発に
図っていく。

27

啓発資料(市民・こども局作
成)・人権学習ワークシート集
(県教育委員会作成)を市立学校
へ配付し、教職員研修や校内研
究支援の機会を通してその活用
を呼びかけ啓発を行った。

【男女平等に配慮した点】
男女共に参加しやすい時間帯に
研修を設定した。

教頭研修(約180名)・人
権尊重教育推進担当者研
修(約180名)において、
神奈川県教育委員会の作
成・配布する人権ワーク
シート集、市民・こども
局人権・男女共同参画室
が作成配布する男女平等
教育啓発資料について周
知と活用を呼びかけた。

28

・男女共同参画社会形
成の視点から、保育
所、幼稚園、学校の運
営及び保育・教育活動
の充実に努めます。

各地区や全市的に実施する園長
会議にて、子どもの権利及び人
権等に関する研修を開催した。

【男女平等に配慮した点】

(4)就学前教育・学校教育における男女共同参画に関する教育の推進

市民・こ
ども局人
権・男女
共同参画

室

27

・小・中・高の児童生徒
及び保護者向け教材・
カリキュラムを活用した
学習を実施し、男女平
等に対する意識を高め
ます。

・男女平等教育参考資料「自分
らしくかがやく」を作成した。
・男女共同参画センターが文部
科学省「地域キャリア教育支援
協議会設置促進事業」を受託
し、高校生向けワークブック
「いきる　はたらく　くらす」
を作成した。

【男女平等に配慮した点】

28

初任者研修(約300名)・2校目移
動者研修（約200名)10年経験者
研修（約200名)において、子ど
もの権利学習をいかした、男女
を問わず一人一人の個性や能力
を発揮できる学校環境・学習環
境の在り方の重要性について啓
発を図った。

【男女平等に配慮した点】
男女共に参加しやすい時間帯に
研修を設定した。

2

初任者研修(約300名)・2
校目移動者研修（約200
名)10年経験者研修（約
200名)において、子ども
の権利学習をいかした、
男女を問わず一人一人の
個性や能力を発揮できる
学校環境・学習環境の在
り方の重要性について啓
発を図った。

2

引き続き研修会等を通し
て周知を図る

教育委員
会人権・
共生教育
担当

2

男女共同参画社会形成の
視点を意識し、今年度も
引き続き子どもの権利及
び人権等に関する研修等
を実施する。

こども本
部運営支
援・人材
育成担当

引き続き研修を通して啓
発をしていく。

29

・男女共同参画の視点
から子育てにかかわる
ことができるよう、育児
体験講座等の実施を通
じて、次世代を担う者た
ちを支援します。

公立保育所において、地域の子
ども・子育て支援に関する各種
事業・講座等を実施している。
その中で、プレパパ・プレママ
講座を実施しており、男女共同
参画の視点から、また子育てに
不安がある保護者にとっては喜
びが持てる子育てができるよう
支援している。

【男女平等に配慮した点】

2

子ども・子育て支援に関
する各種事業・講座等を
引き続き行う。

こども本
部運営支
援・人材
育成担当

30

・男女平等の視点から
インターンシップ（就業
体験）や体験学習等を
通じたキャリア形成を支
援します。

受入れ職場において、特段の理
由がない場合を除き、男女問わ
ず、実習受入れを行った。

【男女平等に配慮した点】

2

受入れ職場において、特
段の理由がない場合を除
き、男女問わず、実習受
入れを行う。

総務局人
材育成課

35



年度 達成度 達成度を選択した理由

平成26年度実績及び
男女平等に配慮した点

年度ごとの達成度
今後の
方向性

平成27年度
計画、事業の課題

所管課
事業
番号

計画における事業内容

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

30

・インターンシップ：長期5
人、短期15人を受け入れ、イベ
ントの企画・運営、ワーク
ショップの開催等を通じて、学
習機会の提供を行った。

【男女平等に配慮した点】 2

引き続き、公募でイン
ターンシップ生を募集
し、受け入れをしてい
く。

市民・こ
ども局人
権・男女
共同参画

室

30

・ミューザ川崎シンフォニー
ホールにて、7月19日から23日
の間「楽器体験コーナー」や
「０歳からのミニコンサート」
など親子で参加できる「こども
フェスタ」を開催した。（来場
者2,852名）
・フランチャイズオーケストラ
とともに開催する「市内巡回公
演」において、12月17日、宮前
市民館大会議室にて「マタニ
ティ＆おやこコンサート」を開
催した。（来場者159名）

【男女平等に配慮した点】

・今年度もこどもの参加
しやすい夏休みの時期
に、「こどもフェスタ」
を開催。音楽を使った参
加型のイベントや０歳児
からでも鑑賞できるコン
サートを開催し、好評
だった。
・12月17日に開催した
「マタニティ＆おやこコ
ンサート」についても、
定員を超える鑑賞希望の
応募があるなど、好評
だった。

平成27年度においても、
引き続きこどもたちが気
軽に参加できる音楽イベ
ントを実施していく。

市民・こ
ども局市
民文化室

30

・川崎市キャリア教育・進路指
導研修会の事業を展開するとと
もに、キャリア教育の講演、情
報交換会を通して、キャリア教
育の推進を図った。

【男女平等に配慮した点】

教育委員
会総合教
育セン

ターカリ
キュラム
センター

31

・メディアからの情報を
主体的に読み解き、自
己発信する能力を育成
するため、学校におけ
る情報教育を行いま
す。

2

32

・両親学級や子育てセ
ミナー等において、男
性が参加しやすい講座
時間・内容を企画しま
す。また、学校行事等
への男性の子育て参加
を促進します。

・イキメン研究所：男性が主体
となって企画運営を行い、「パ
パのための子育てサロン」を全
7回開催し、計66名の参加が
あった。また、イキメン研究所
で父子手帳を作成・印刷し、市
内両親学級を中心に配布をし
た。
・育児を楽しむ10のコツ！：イ
キメン研究所のメンバーが講師
となり、子育てのコツを伝える
講座として開催。定員20名に対
し、9名の参加があった。
・パパと子どもで簡単おいしい
お弁当づくり：市民講師事業と
して開催し、定員12名に対し、
12名の参加があった。

【男女平等に配慮した点】

(6)児童生徒に対する情報教育の推進

キャリア教育の講演、情
報交換会を通して、キャ
リア教育の推進を図っ
た。

・川崎高等学校附属中学校と次
世代型ＩＣＴ環境（タブレット
ＰＣ、無線ＬＡＮ）での授業研
究を2回実施した。
・小学校において、情報活用能
力の育成をめざした授業研究を
実施した。

【男女平等に配慮した点】
男性、女性双方の視点から、情
報活用能力の育成に必要な研究
を進めた。

引き続き、イキメン研究
所が企画する男性向け講
座を開催し、また、メン
バーの増員に向けた広報
活動を行う。

(7)男女共同参画の視点に立った家庭教育の支援

前年度同様、学校での授
業研究を行い、男女を問
わず情報活用能力の育成
が必須であることを呼び
かけ、好評であった。

1

引き続き、情報活用能力
の育成に向けた教育を実
施していく。今後は、児
童生徒の情報モラルを高
めるための教育に力を入
れた事業を推進してい
く。

2

市民・こ
ども局人
権・男女
共同参画

室

2

平成27年度も引き続き
キャリア教育推進事業を
実施していく。また、共
生・教育担当と連携し
て、かわさきキャリア在
り方生き方教育の推進に
努める。

教育委員
会総合教
育セン
ター情

報・視聴
覚セン
ター
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年度 達成度 達成度を選択した理由

平成26年度実績及び
男女平等に配慮した点

年度ごとの達成度
今後の
方向性

平成27年度
計画、事業の課題

所管課
事業
番号

計画における事業内容

H26 B

H27

H28

H29

H30

H26 B

H27

H28

H29

H30

2

・各区において、初産婦
等を対象に両親学級を計
97回実施し、延10,569人
が参加した。
・川崎市看護協会におい
てプレパパ・プレママ教
室を8回実施し、532名が
参加した。

教育文化会館、市民館、分館に
おける「家庭・地域教育学級」
や「男女平等推進学習」におい
て育児や家庭教育における男女
平等を学習テーマとする際に、
男性が参加しやすい講座時間や
内容に配慮した。

【男女平等に配慮した点】
男性が参加しやすいプログラム
作り、開催日の設定などに配慮
した。

引き続き、男性が参加し
やすいプログラム作り、
開催日の設定に努める。

今後も安心して出産・育
児に臨めるように、参加
しやすい両親学級を開催
する。

教育委員
会生涯学
習推進課

32

・初めての出産を迎える両親を
対象に両親学級を各区において
実施
・川崎市看護協会委託による
「プレパパ・プレママ教室」を
土曜日に開催

【男女平等に配慮した点】
男性の育児参加等を推進。

32

こども本
部こども
福祉課

2
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